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親子間の資源伝達とその要因に関する研究
――子供に対する札幌調査から――








































Study Concerning Giving and Receiving Resources between Par-
ents and Children
Based on survey data, this study examines the transmission
of resources between parents and children and the factors in-
volved. This study employed data collected in Sapporo, Japan in
January 2015. The respondents were men and women from 25 to
60 years old whose parents were still aliven=510. The depend-
ent variables were the number of times visiting their parents, the
number of times calling their parents, and giving and receiving
emotional and tangible support between the parents and children.
The independent variables were the respondents gender, educa-
tion, relationship between brothers and sisters, attitude concerning
blood relatives and gender roles, parents age, ADL, family struc-
ture, and the travel time to the parents house. The results of the
analysis are as follows.  Females played the role as the gate-
keepers of social support.  The attitude variables also had a
strong effect on giving and receiving support. Finally, there is a
need to examine how education affects this support.
キーワード：ソーシャル・サポート，親子関係，道具的サポート，情緒的サポート






























































































































































































































































































































































































































表８ 会う回数と電話する回数の回帰分析 表９ ソーシャルサポートの回帰分析
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次に道具的サポートの提供についての分析
結果である。「教育年数が高いと提供する。」，
「親の年齢が高いと，提供する。」，「親の生
活動作の程度が低いと，提供する。」，「訪問
時間が長いと，提供しない。」，「独居だと，
提供する。」，「義理の親ではなければ，提供
する。」，「父親には提供しない。」，「墓を守る
意識があれば，提供する。」という項目が有
意であった。予想と異なるのは，教育年数の
効果である。道具的サポートには，物の提供
も含まれる。教育年数が高いことは，本人の
資源も豊富であることも考えられる。そのよ
うな資源を提供する余裕があることも考えら
れる。また，親の人的資源への投資に対する
返礼であることも考えられる。これについて
は，どのような情緒的サポートが提供されて
いるかについての検討も必要であろう。イエ
意識については，情緒的サポートの提供につ
いても有意であった。実親への提供と言うこ
とと合わせて，このような意識がサポートの
提供を促進していることは興味深い。
３つめのソーシャル・サポートは，親から
の情緒的サポートの子供の受領である。これ
については，「自分が男性だと，受領しな
い。」，「親の年齢が高ければ，受領しない。」，
「親の生活動作の程度が低ければ，受領しな
い。」，「親が独居だと，受領しない。」，「親が
義理の親だと，受領しない。」，「父親だと，
受領しない。」，「墓を守る意識が高ければ，
受領する。」という結果を得た。道具的サポー
トを含むサポートの受領については，親の属
性項目が有意である。これは，親の健康状態
や親の生活状態により，親がサポートを提供
する余裕があるか否かが決まることを意味し
ているのであろう。それとともに，受け手に
ついても，性別が有意となっている。これは，
上述のように女性がゲートキーパーとなって
そのサポートを受け入れている様子がうかが
える。
最後に，道具的サポートの子供の受領であ
る。「女性であれば，受領する。」，「自分の兄
姉がいれば，受領する。」，「親の年齢が低け
れば，受領する。」，「親の生活動作の程度が
高ければ，受領する。」，「訪問時間が短けれ
ば，受領する。」，「独居だと，受領しない。」，
「義理の親でなければ，受領する。」，「父親
だと，受領しない。」，性別役割意識が高けれ
ば，受領する。」という項目が有意水準５パー
セント以下で有意であった。ここだけ有意に
なった項目は，性別役割意識であった。ここ
で，他の項目で有意となったイエ意識の効果
との明確な差異とその解釈を書くことは難し
い。
４．結果と考察
本論においては，探索的に親子間のサポー
トのやりとりに影響を及ぼしていると思われ
る概念を集め，分析を行った。そのソーシャ
ル・サポートのやりとりについては，予想さ
れる結果とほぼ同じであった。ただし，いく
つか検討に値する項目もあった。特に，教育
年数の効果は興味深い。多くの項目で有意で
あったわけでは無いが，他の変数をコントロー
ルしても，その効果が残っていることから頑
健なものである。そして，それがどのような
効果を含有しているかについては，より詳細
な検討が必要であろう。
本調査データについては，他にもさまざま
に解明すべき事柄が残っている。今後，この
データを用いて，地方に残る親の資源として
の都市部の子供について検証し，資源が少な
い地方で親がどのように暮らしていくことが
可能かを解明していきたい１２）。
〔註〕
１）http：／／www．estat．go．jp／SG１／estat／ List．
do?lid＝０００００１１２９１４３ 表１２（２０１５年１１月４
日アクセス）
２）http：／／www．pref．hokkaido．lg．jp／ss／tuk
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／９００brr／index２．htm 平成２６年（２０１５年１１
月４日アクセス）
３）１毎日２週１回”３月１回”４半
年１回”５年１回”６合わない”とい
う選択肢で測定した。
４）１毎日”２時々”３しない”という
選択肢で測定した。
５）「心配事や愚痴を聞く」，「何かあったときに
相談に乗る」，「相手のことを気にかける」
という項目を設け，それらのいくつを提供／
享受しているかにより測定した。
６）「体調が悪いときに世話や看病をする」，「家
事などを手伝う」，「生活費などの仕送り」
という項目を設け，それらのいくつを提供／
享受しているかにより測定した。
７）ここでは，親の年齢のみを用いて，調査対
象者の年齢は分析に入れなかった。これは，
それらは相関が非常に高いと思われたから
である。
８）１ひとりで身の回りのことができる自立”
２少し手助けをすれば生活できる”３
ある程度の手助けがなければ生活できない”
４常に見守り，介護が必要”により測定
した。
９）１同じ敷地内”２１５分未満”３１５分
～３０分未満”４３０分～１時間未満”５１
時間～２時間未満”６２時間～３時間未
満”７３時間以上”という選択肢によっ
て測定した。
１０）「男性は外で働き，女性は家庭を守るべきで
ある」という設問に対して１非常に賛成”
２どちらかといえば賛成”３どちらと
も言えない”４どちらかといえば反対”
５非常に反対”という選択肢によって測
定した。
１１）「先祖の墓を守るのは子供の役割だ」という
設問に対して１非常に賛成”２どちら
かといえば賛成”３どちらとも言えない”
４どちらかといえば反対”５非常に反
対”という選択肢によって測定した。
１２）なお，本論は JSPS科学研究費補助金基盤研
究（Ｂ）２０１１２０１４年「地方における住民参
加型介入の社会関係資本醸成に及ぼす効果
に関する実証的研究」（代表者：中田知生
（北星学園大学）），JSPS科学研究費補助金
若手研究（Ｂ）２０１３２０１５年「北海道過疎地
域における「協セクター」の形成及び持続
要因に関する研究」代表者：中田雅美（課
題番号２５７８０３３４）の結果の一部である。な
お，本研究における調査の実施については，
北星学園大学全学危機管理委員会による研
究倫理審査を受け，承認された。
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